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茨木市消費生活センター啓発推進キャラクター 
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１ 消費生活センター運営事業 

 

Ⅰ 消費生活センター運営懇話会について 

 開催日 開催場所 参加委員数 傍聴者 

運営懇話会 

６月 30 日 
ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

203 号室 
10 人 - 

３月 18 日 
おにクル 

会議室３ 
９人  

 

○ 事業実績 

懇話会は２回開催し、若年層への消費者教育や、多発する特殊詐欺被害防止に

向けた、今後の啓発手法などについて、有益な意見が交わされた。 

 

 

Ⅱ 消費生活センターレベルアップ研修等について 

 

Ⅱ－① 弁護士との共同事例研究会 

 開催日 開催場所 担当弁護士 

弁護士との 

事例研究会 

①６月８日 

②10月 12 日 

③２月８日 

ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

201 号室ほか 

明日風法律事務所 

江口 文子 弁護士 

 

○事業実績 

 弁護士との事例研究会を３回実施した。研究会には、相談員のほか行政職員も

参加し、相談事例の検討、対応のポイント等について学習、共有した。 

 

Ⅱ－② 大阪弁護士会主催共同事例研究会 

 

○事業実績 

 消費生活相談員が参加し、相談事例を題材として、弁護士とともに対応などに

ついて検討しながらレベルアップを図った。（延べ 11 回） 

 

Ⅱ－③ 国民生活センター主催研修への派遣 

 

○事業実績 

 独立行政法人国民生活センター主催の消費生活相談員専門事例講座等を対面

及びオンライン形式により受講し、最新事例の把握や情報交換に努めた。 
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２ 消費生活啓発事業 

コロナ禍による各種制限が解除され、対面型の出前講座や啓発イベントを

再開するとともに、引き続きデジタル技術を活用した取組も併用することで、

多くの方に啓発できるよう努めた。 

また、定期購入やネット通販トラブルなど、スマホを入り口としたトラブ

ルが増加傾向にあることを踏まえ、市内学校等での出前講座において、ネッ

トやスマホの利活用に関する内容を盛り込んだほか、シニア向けスマホ教室

も開催するなど、ネットリテラシー向上に向けた取り組みも行った。 

 

Ⅰ イベント等 

事業内容 開催日 場所 参加人数 募集人数 参加率 

⑴講師派遣事業 

（出前講座） 
随 時 

梅花女子大学 

他 21 団体 

延べ 

2,470 人 
― ― 

⑵くらしのセミナー 

（シニア向けスマホ教室） 

①２月 15 日 

②２月 29 日 

①東奈良ｺﾐｭﾆﾃｨﾃｾﾝﾀｰ 

②玉島公民館 
計 16 人 各 20 人 40％ 

⑶茨木市消費生活展   

① at オンライン 

 

 

② 特別講演会 

 

 

③ 対面開催 

 

 ④ 中津公民館文化展 

 

 

11 月１日 

   ～30 日 

 

11 月 13 日 

 

 

11 月 18 日 

 

11 月 12 日 

 

特設サイト 

 

 

ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

多目的ホール 

 

ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

 

中津小学校 

体育館 

 

延べ 2,207

アクセス 

 

83 人 

 

 

205 人 

 

100 人 

― ― 

⑷消費者月間記念講演会 

（講師：上野 千鶴子 氏） 
５月 28 日 

ローズＷＡＭ 

ワムホール 

会場 159 人 

配信 137 人 

会場 180 人 

配信 200 人 

88.3％ 

（会場） 

⑸消費生活パネル展 
５月 16 日 

～21 日 

中央図書館 

エントランス 
110 人 ― ― 

⑹茨木高校文化祭   10 月 27 日 茨木高校 展示のみ ― ― 
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【再掲】 

⑴ 講師派遣事業 

○ 事業実績 

 計 22 団体からの依頼を受けて実施 

 ※依頼先内訳 … 事業者２、学校等 10、見守り者２、市民団体等８ 

 
 

⑶-①,②,③ 消費生活展 

○ 事業実績 

  共通テーマ：よりよい暮らしを求めて ～くらしの見直し、ムダを省く～ 

  ①オンライン開催 

   日 程 … 令和５年 11 月１日（水）～30 日（木） 

   会 場 … 特設サイト 

 内 容 … 消費生活関連団体等の取組紹介 

消費生活関連マークの絵合わせゲーム 等 

   参加者 … 延べ 2,207 アクセス 

 

②特別講演会 

日 程 … 令和５年 11 月 13 日（月） 

会 場 … クリエイトセンター 多目的ホール 

内 容 … 島本 美由紀 氏（食品ロスアドバイザー）による講演会 

      テーマ「食品ロスが減らせる冷蔵庫の使い方＆食品保存」 

参加者 … 83 人 

   

  ③対面開催 

   日 程 … 令和５年 11 月 18 日（土） 

   会 場 … クリエイトセンター １階 

内 容 … 市内消費生活関連団体の紹介とパネル展示 

         消しゴムで重さ当てゲーム、エコバッグづくり 等 

   参加者 … 205 人 

    

 

 

 



 

- 4 - 

 

 

⑷ 消費者月間記念講演会 

○ 事業実績 

テーマ：最期まで自分らしく 

～最後はみんなおひとり様～ 

日 程：令和５年５月 28 日（日） 

会 場：ローズ WAM ワムホール 

※アーカイブ配信も実施 

講 師：上野 千鶴子 氏（社会学者・東京大学名誉教授） 

参加者：296 人（会場 159 人、配信 137 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 5 - 

 

Ⅱ イベント以外 

 

Ⅱ－① 広報いばらきへの記事掲載 

 

○ 事業実績 

・『消費生活だより』 

時期 タイトル 

４月 賃貸住宅退去時の高額な原状回復費用請求のトラブル 

６月 男性も増加！脱毛エステのトラブル 

８月 有名企業の模倣サイトにご注意！ 

９月 

・前年度の消費生活相談特集 ネットをきっかけとしたトラブルに加え、エステ

のトラブルも多発！ 

・【詐欺的定期購入】・【エステ関連のトラブル】に気をつけて！ 

10 月 自動音声の電話で料金を請求する詐欺に注意！！ 

12 月 「○○ペイで返金します」に注意！ 

２月 貴金属の買い取りが目的の強引な訪問購入に注意 

 

（消費生活だより一例） 
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Ⅱ－② 大阪よどがわ市民生協 夕食サポート版『消費生活センターニュース』 

    高齢者配食サービス事業所 配食サービス版『消費生活センターニュース』  

○ 事業実績 

時期 タイトル 
配布部数 

夕食サポート 配食サポート 

４月 賃貸住宅の原状回復費用のトラブル 300 部 571 部 

６月 脱毛エステ男性も注意 300 部 541 部 

８月 有名ブランドの模倣サイトに注意 300 部 541 部 

10 月 自動音声の電話で料金を請求する詐欺 300 部 560 部 

12 月 ○○ペイで返金します、に注意 300 部 500 部 

２月 貴金属の買取が目的の強引な訪問買取に注意 300 部 500 部 

 

○配食サポート版配布施設等一覧 

デイサービスセンター静華苑 障がい者地域支援センターあゆむ 

デイサービスセンター常清の里 庄栄エルダーデイサービスセンター 

茨木市立西河原老人デイサービスセンター デイサービスセンターけいあいの里 

デイサービスセンター天兆園 宅配クック１２３ 茨木店 

茨木特別養護老人ホーム 

ラガールデイサービスセンター  

 

（夕食サポート版・配食サービス版 一例） 
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Ⅱ－③ ＳＮＳ（Twitter、Facebook、いばライフ）での情報発信 

 

○ 事業実績 

  多くの市民がＳＮＳを利用している現状を踏まえ、特殊詐欺や消費者トラブ

ルの注意喚起やイベントの告知を実施した。（合計 25 回） 

 

Ⅱ－④ 啓発動画の配信（令和３年４月～ 継続）   

 

○ 事業実績 

  当センター制作の消費者トラブル防止啓発動画を自宅などから気軽に視聴可

能なユーチューブなどで配信し、デジタルを活用した周知・啓発に努めた。  

また、市内中学校・高校・大学、高齢者施設等へ動画ＤＶＤ配布したほか、

出前講座にて動画の紹介を行うなど、活用を求めた。 

 

（若者向け動画：だまされざる TV） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－⑥ 市内大学・高校へ啓発リーフレット配布（令和６年１月） 継続  

 

○ 事業実績 

  成年年齢引下げに伴い、市内高校 10 校の令和５年度卒業生向けに啓発リーフ

レットを配布し、契約知識の普及、啓発に努めた。 

※配布冊数 … 2,704 冊 
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Ⅱ-⑦ その他の取組 

 

⑴市内中学校地域学習への対応 

 

○ 事業実績 

中学１年生の地域学習の一環として実施 

生徒が消費生活センター訪問し、生徒からの質問等に消費生活相談員が回答を

行った。 

 

⑵関係機関との連携 

 

○ 事業実績 

市福祉部門をはじめ、各関係機関と連携を図り、きめ細やかな啓発を実施 

・大阪府消費者フェア参画（令和５年 10 月～11 月） 

・市内小学４年生へ SDGs 啓発すごろく配布（令和５年 12 月） 

 

※SDGs 啓発すごろく 
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３ 消費生活相談事業 

相談件数は前年度より約７％減少したものの、相談内容はインターネット

を入口とした商品の定期購入トラブルや、SNS を入り口とした投資勧誘トラ

ブルなど、一段と複雑化・専門化している。     

このような中、本市のあっせん件数及び、あっせん解決率も高い水準を維

持しており、市民が抱える消費者トラブルを多く解決できた。 

また、トラブルを未然に防ぐことが最も重要であるとの観点から、引続き

丁寧な相談事例の検証を行い、消費者教育の充実に努める。 

 

○ 事業実績 

 

・消費生活相談／個人情報受付件数 

 前年比

較増減 
令和５年度 令和４年度 令和３年度 

相  談  件  数 △188 2,360 2,548 2,442 

うち個人情報相談件数 △3 0 3 3 

あっせん件数（率） △44 480(20.3%) 524(20.6%) 395(16.2%) 

解決件数（率）  426(88.8%) 482(92.0%) 352(89.1%) 

不調件数（率）  54(11.2%) 42(8.0%) 43(10.9%) 

相談件数内訳（苦情） △188 2,181 2,369 2,228 

相談件数内訳（問合せ） - 179 179 214 

 

・相談方法別統計表 

 
前年比

較増減 

令和５年度 令和４年度 令和３年度 

件数 (うち土曜) 件数 (うち土曜) 件数 (うち土曜) 

来訪 △31 546 19 577 15 469 22 

電話 △156 1,805 50 1,961 68 1,962 60 

文書 △1 9 0 10 1 11 1 

計 △188 2,360 69 2,548 84 2,442 93 

※消費生活相談員の配置（原則） 

月：5人、火：4人、水・木：3人、金：5人、土：1人（第 2・4午前のみ） 
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・購入形態、支払い方法に関する統計表（消費生活相談のみ） 

区        分 

前年

比較

増減 

令和５年度 令和４年度 令和３年度 

購入形

態 別 

店 舗 購 入 △35 455 490 489 

訪 問 販 売 △19 203 222 222 

通 信 販 売 △92 912 1,004 947 

マルチ（まがい含む） 1 18 17 17 

電 話 勧 誘 販 売 28 148 120 110 

ネガティブ・オプション △13 30 43 41 

訪 問 購 入 7 25 18 8 

そ の 他 無 店 舗 販 売 4 14 18 14 

不 明 ・ 無 関 係 △58 555 613 591 

支払い

方法別 

現 金 等 △100 777 877 886 

ク レ ジ ッ ト 等 △13 562 575 443 

借 金 契 約 - 30 30 35 

不 明 ・ 無 関 係 △72 991 1,063 1,075 

 

※令和５年度 相談内容トップ 10  

順位 相談内容 件数 

１ 商品一般（不当・架空請求含） 212 

２ 役務その他 155 

３ 化粧品 104 

４ レンタルリース・賃借 89 

５ 健康食品 82 

６ 工事・建築・加工 76 

７ 他の教養・娯楽 75 

８ 移動通信サービス 65 

９ 他の金融関連サービス 63 

10 インターネット通信サービス 58 
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４ 計量推進事業 

計量法に基づき、取引・証明（薬の調剤・健康診断等）に使用される特定

計量器（はかり）について、定期検査を実施している。 

検査業務は、（一社）大阪府計量協会に委託しており、令和５年度の検査件

数は、下記の通りである。 

また例年２回実施している商品量目立入検査※は、店舗側の衛生懸念を考慮

して、令和５年度も実施していない。加えて昨今、商品のパック詰めを市外

にあるパックセンターで行う店舗が増えていることを受け、令和６年度以降

の実施は他市と意見交換をしつつ、検討する。 

その他、11 月の計量強調月間には、公用車にマグネットシールを貼付し、

周知・啓発に努めたほか、特定計量器使用事業者向け啓発リーフレットを  

作成、イベント等で配布するなど、適正計量の普及に努めた。 

 

※商品量目立入検査 

  スーパーマーケットなどで、店舗で詰め込みをして計量販売されているパック商品

（精肉・鮮魚・青果・惣菜）を対象に商品の内容量（商品量目）が正確に計量されて

いるかを検査すること。 

 

○ 事業実績 

 

・特定計量器定期検査実施件数  ９台（８事業所） 

 

（） 

 

 

実施件数  ←（公用車装着イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

（作成リーフレット）→ 
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５ 製品安全に関する業務 

製品安全４法（消費生活用製品安全法、電気用品安全法、ガス事業法、液

化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律）に基づき、「製品事

故の未然防止」、「被害の拡大防止」を図るため、販売店舗への立入検査を実

施し、販売されている製品の安全性について確認している。 

 

○ 事業実績 

 

店舗側の衛生懸念を考慮し、立入検査の実績なし。 

（例年は市内２店舗に立入検査を実施） 

 

 

６ 特殊詐欺被害防止に向けた取組 

還付金詐欺やキャッシュカード詐欺盗をはじめとした、特殊詐欺被害が市

内で急増したことを踏まえ、特殊詐欺被害防止に向けた注意喚起などの取組

を茨木警察署や庁内関係課等と連携し、集中的に実施した。 

  ※令和５年中の市内特殊詐欺発生状況 

   認知件数 … 129 件（前年比＋78 件） 

   被害金額 … 約２億 800 万円（前年比＋約 1.2 億円） 

 

○ 事業実績 

  ・被害防止に向けた注意喚起 

実施期間 … 令和５年６月２日～７月 31日（茨木市特殊詐欺多発警報発令期間 ） 

令和５年 12 月 15 日～28 日（歳末期） 

実施内容 … 市公用車による注意喚起アナウンス 

       市庁舎および関連施設等でのチラシ設置 

       市内商業施設内の注意喚起 等 

連携機関 … 茨木警察署、市広報部門、市福祉部門、市内事業者 等 

 

  ・自動通話録音機無償貸与事業 

   市内の 65 歳以上の高齢者世帯へ、自動通話録音機の無償貸与を実施 

貸与台数 … 240 台   

本市貸与機種 

【KOBAN-ST386】 


